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巾言方3作 (4名) 採択2件 (2名) 旅門816万
円･研究門21.0万円
3.サルの生和学的適応能
rlt冨rtJ4件 (13Y.) 採択3件 (12名)旅乃14.9万
円･研究門21.0万円
4.主としてニホンザルを対象とした行動の研究
巾謂5件 (5名) 採択5件 (5名)旅宍37.4万
円･研究n31.2万円
B.自由課題




































































2.研 究 成 果
設定課題 8.=ホンザル個体群の総合的研究
苗宕山自然群の遊動生活一中間幸陀 J









冬m (肘 IfHyl) :'70年12月128-25日,厳冬期 :'71
咋lJ]24日～2月14日,春期 (出産期) :●71年4月25
口～5月12日,立m :●71年7月3日～30日,秋糊 :'71
年9月30ロー 10月21口｡
5391の全調査畑nEFJは104日,調査日数87日 (調査期nil
中の雨天 ･休養日を除いたもの),祝察日数68日,総統
然時(iSj369時間である｡
このうち冬期の調査については,人Wl学雑誌に予報と
して報告した｡
2.各季節の遊動の基本型
調査全期間を通しての遊動城は卯1図に示した迫りで
ある｡これは遊動路の最外周を結んで図示したものであ
るが.餌つけ小舎の高梨正之氏の組矧 こよれば.8月～
9月には遊動域は餌場の北にもやや広がるとのことであ
る｡これ以外は,この節1図に示した広さで 1-B群の
遊動奴ははば完全に窃われている｡ただし,'69年秋に
は節1図の遊動城収束nrulよりもさらに光の人家周辺に川
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